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	CD68は、酸性で高度にグリコシル化されたリソソーム糖タンパク質（LGP）ファミリーに属し、Lamp-1およびLamp-2を含みます。組織マクロファージの貪食活性において、細胞内リソソーム代謝と細胞外細胞間および細胞と病原体との相互作用の両方において役割を果たします。
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	CD68 (9H5) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	CD68 (9H5) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	CD68 (9H5) 抗体 (赤) と DAPI (青) を使用したヒト肺癌組織中の CD68 (9H5) の免疫蛍光分析。
	

	CD68（9H5）抗体（6F3）（赤）およびDAPI（青）を使用したマウス脾臓組織中のCD68（9H5）の免疫蛍光分析。
	

	CD68 (9H5) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

